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▲秋晴れの中での芋煮会

◆市民目線で詳細チェック！

　令和元年度の決算を認定

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

◆常任委員会

　４つの委員会を開催しました

7月臨時会
9月定例会



中核市への移行による保健所などの新規業務や

地域経済の活性化と雇用機会創出を推進

令和元年度の決算を認定令和元年度の決算を認定

　　　　  364億1,411万円

（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　  143億2,498万円

（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　　　　  99億9,806万円

（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　  91億  580万円

（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

　　　　　  73億8,717万円

（預金利子や各種貸付金の元利収入など）

　　　　　  238億2,019万円

（県支出金、地方譲与税・交付金、使用料および手数料など）

①市税

②国庫支出金

③地方交付税

④市債

⑤諸収入

⑥その他

　　　　　  365億2,135万円

（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　  131億6,874万円

（公園や道路・街路の整備、市営住宅の維持管理などの経費）

　　　　　  106億9,466万円

（学校の建設・改修、生涯学習、スポーツ振興などの経費）

　　　　　　　　　  95億3,520万円

（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

　　　　　  82億8,684万円

（市債の返還にかかる経費。うち利子分約6億4,659万円を含む。）

　　　　　  200億1,675万円

（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費、消防費、災害復旧費など）

①民生費

②土木費

③教育費

④議会費・総務費

⑤公債費

⑥その他

一般会計歳入
1,010億5,031万円

一般会計歳出
982億2,354万円

市税
36.0%

市債
9.0%

民生費
37.2%

議会費･総務費
9.7%

地方交付税
9.9%

諸収入
7.3%

公債費
8.4%

国庫支出金
14.2%

その他
23.6%

土木費
13.4%

その他
20.4%

教育費
10.9%
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市民目線で詳細チェック！市民目線で詳細チェック！

　
　
　

試
験
的
活
用
事
業
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
会
議
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

試
験
的
な
活
用

事
業
で
は
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
運

営
や
デ
イ
＆
ト
ー
ク
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

創
造
都
市
拠
点
整
備
事
業

（
Ｑ※

１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
）

 

５
８
３
８
万
円

　

第
一
小
学
校
旧
校
舎
の
創
造

都
市
拠
点
施
設
活
用
に
向
け
、

試
験
的
活
用
や
改
修
工
事
の
基

本
設
計
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

文
化
振
興
課
長

ク
ー
ル
は
全
国
か
ら
受
講
者
を
募

り
、
チ
ー
ム
ご
と
に
第
一
小
学
校

旧
校
舎
全
体
の
活
用
を
検
討
し
、

発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
会
議
で
は
、
先
駆
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
や

個
人
、
団
体
の
方
を
講
師
に
招
き
、

参
加
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　
　
　

防
災
訓
練
の
実
施
を
促
す

た
め
の
報
償
金
で
あ
る
が
、
支
給

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
避
難
ル
ー

ト
や
実
践
を
想
定
し
た
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
市
が
も
っ

と
関
わ
り
合
い
を
持
つ
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
避
難
所
の

収
容
人
数
が
減
っ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
避
難
の
必
要
性

や
避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
地
域
の
方

と
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
避
難
所
の
運
営

や
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
内
容
の

確
認
・
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
活
動
支
援

報
償
金 

９
７
６
万
円

　

防
災
訓
練
実
施
促
進
や
、
自
主

防
災
組
織
育
成
と
活
動
支
援
の

た
め
報
償
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

委
員

防
災
対
策
課
長

▲令和元年１０月に開催されたリノベーションスクール

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高

　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（令和元年度末現在）

一 般 会 計 １，０１４億８，４９３万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 １１億８，６２０万円
駐 車 場 事 業 会 計 ５，３５０万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△ ７．８％）

２０．０％

３億９，２６２万円
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 なし（△ ５．１％） ９億２，３１５万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△９６．０％） １６６億２，９９３万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△３７．１％） ８４７億３，１２７万円
市立病院済生館事業会計 なし（△３２．０％） ２３億９，５６９万円
合　　　　　　　計 ２，０７７億９，７２９万円

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお、参考として、黒字の比率を
（　）に「△」で表示しています。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお、参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で表示しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△３．８４％） なし（△２５．７６％）  ７．９％  ８８．０％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

※　Ｑ１プロジェクト…第一小学校旧校舎を創造都市やまがたの拠点として再整備するための活用実験プロジェクト。3
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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ
こ

ろ
の
体
温
計
」
に
性
別
の
入
力
が

必
要
な
の
は
理
解
で
き
る
が
、
性

別
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
性※
３

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮

が
必
要
で
は
な
い
か
。
「
そ
の
他
」

や
「
答
え
た
く
な
い
」
な
ど
の
選

択
肢
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」
に
お
け
る
性
別
の
入
力
は
、

配
慮
す
べ
き
重
要
な
事
項
で
あ
り
、

今
後
検
討
す
る
。

　
　
　

児
童
虐
待
の
相
談
が
９５
件

と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

身
体
的
虐
待
が

４０
件
と
一
番
多
く
、
心
理
的
虐
待

３７
件
、
育
児
放
棄
１８
件
と
な
っ
て

い
る
。

自
殺
対
策
強
化
事
業

 

２
４
４
万
円

　

心
の
健
康
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
サ
イ
ト
の
運
営
な
ど
、
自
殺

予
防
対
策
の
普
及
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

健
康
増
進
課
長

児
童
家
庭
相
談
援
助
事
務
事
業

 

２
４
１
万
円

　

児
童
虐
待
通
告
相
談
や
児
童

家
庭
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

　
　
　

地
区
に
よ
っ
て
は
交
通
指

導
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
お

り
、
人
員
の
確
保
が
難
し
い
と
認

識
し
て
い
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

近
年
、
交
通
指
導
員

の
高
齢
化
と
と
も
に
、
担
い
手
確

保
が
特
に
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

定
員
７０
人
に
対
し
、
令
和
２
年
度

は
６０
人
と
な
っ
て
い
る
。
警
察
Ｏ

Ｂ
組
織
の
警
友
会
や
地
区
交
通
安

全
協
会
な
ど
に
声
が
け
の
範
囲
を

広
げ
、
人
員
確
保
に
努
め
て
い
く
。

交
通
安
全
推
進
事
業

 

２
１
２
９
万
円

　

児
童
や
生
徒
の
通
学
時
な
ど

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
交

通
指
導
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

委
員

市
民
課
長

　
　
　

年
間
の
免
許
返
納
者
数
と
、

免
許
返
納
者
タ
ク
シ
ー
券
支
給
事

業
お
よ
び
高
齢
者
外
出
支
援
事
業

の
利
用
者
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

警
察
か
ら
の
情

報
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
１
月
か

ら
１２
月
ま
で
の
６５
歳
以
上
の
免
許

返
納
者
数
は
１
０
８
５
人
、
７５
歳

以
上
の
免
許
返
納
者
数
は
７
９
５

人
と
聞
い
て
い
る
。
令
和
元
年
度

に
お
け
る
７０
歳
以
上
の
免
許
返
納

者
の
う
ち
、
免
許
返
納
者
タ
ク

免
許
返
納
者
タ
ク
シ
ー
券

支
給
事
業 

１
４
２
万
円

　

７０
歳
以
上
の
免
許
証
返
納
者

を
対
象
に
、
５
０
０
０
円
分
の

タ
ク
シ
ー
券
を
支
給
し
ま
し
た
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　

男
性
が
育
児
休
業
を
取
得

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
民
間
事

業
所
か
ら
も
取
り
組
ん
で
も
ら
う

な
ど
、
女
性
の
社
会
参
画
の
推
進

を
図
る
手
立
て
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
事
業
所

向
け
調
査
で
は
、
男
性
の
育
児
休

社
会
全
体
で
子
育
て
す
る

機
運
醸
成
事
業 

６５
万
円

　

男
性
の
家
事
や
育
児
、
介
護

な
ど
へ
の
参
加
推
進
や
ワ※
１

ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
を
図
る
た
め
の
講
座
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

委
員

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
所
長

業
取
得
率
が
、
平
成
２６
年
時
点
で

４
・
４
％
だ
っ
た
も
の
が
、
令
和

元
年
度
は
２０
・
９
％
と
増
加
し
て

お
り
、
若
い
世
代
の
男
性
の
家
事

や
育
児
へ
の
参
画
が
進
ん
で
き
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、
女

性
を
対
象
と
し
た
テ※
２

レ
ワ
ー
ク
に

関
す
る
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、

女
性
の
社
会
参
画
の
推
進
に
向
け

た
働
き
か
け
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
き
た
い
。

２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
事
業 

１
０
３
３
万
円

　

け
が
や
病
気
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
の
電
話
相
談
を
２４
時

間
３
６
５
日
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　

利
用
件
数
が
伸
び

て
い
る
が
、
救
急
出
動
件

数
も
増
加
し
て
い
る
。
医

療
相
談
を
行
う
こ
と
で
、

救
急
出
動
件
数
は
減
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

 

こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
健
康
と
医
療
の

相
談
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
健
康
管
理
に
利
用

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
救
急
出
動
件
数
も

増
え
て
は
い
る
が
、
伸
び

は
緩
や
か
な
状
況
で
あ
る
。

委
員

通
信
指
令
課
長

▲社会全体で子育てする環境を整備

▲山形市公式ホームページから「こころの体温計」へ

※１　ワーク・ライフ・バランス…仕事と生活の調和。仕事もプライベートもどちらも充実させる働き方・生き方。
※２　テレワーク…tele（離れたところ）、work（働く）をあわせた造語。情報通信技術を活用し、時間や場所にとらわれずに柔軟に働く形態。
※３　性的マイノリティ…心の性別と体の性別が違う人、自分の性に違和感を覚える人など。

こちらから
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令
和
元
年
度
か
ら
運
営
業

務
を
外
部
委
託
し
た
が
、
そ
の
効

果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
ま
で
以

上
に
職
員
が
総
括
や
指
導
、
調
整

業
務
に
力
を
注
げ
る
よ
う
に
な
り
、

競
技
関
係
者
と
情
報
交
換
を
行
う

な
ど
、
大
会
の
高
度
化
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

東
京
事
務
所
へ
の
来
所
者

数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
は

３
８
１
人
の
来
所
が
あ
っ
た
。
自

治
体
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
民

間
企
業
の
方
か
ら
の
来
所
も
あ
り
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ウ
ィ
メ
ン
蔵
王
大
会

開
催
事
業 

７
１
２
２
万
円

　

ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
世
界
最
高

峰
の
大
会
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

東
京
事
務
所
運
営
事
業

 

１
３
０
１
万
円

　

首
都
圏
で
の
情
報
発
信
と
国

か
ら
の
情
報
収
集
や
連
絡
調
整

を
担
う
拠
点
と
し
て
、
平
成
３１

年
４
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

委
員

東
京
事
務
所
長

シ
ー
券
の
交
付
者
数
は
４
８
１

人
、
高
齢
者
外
出
支
援
事
業
補
助

金
の
交
付
者
数
は
延
べ
６
９
３
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

セ
ル
リ
ー
や
ト
マ
ト
・

き
ゅ
う
り
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
の
転
作
作
付
面
積
が
増
加
し
て

い
る
が
、
新
規
就
農
者
の
増
加
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
応
す
る

た
め
の
農
業
戦
略
の
推
進

 

１
７
５
万
円

　

後
継
者
・
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
解
決
の
た
め
、
セ
ル

リ
ー
や
き
ゅ
う
り
の
団
地
化
な

ど
の
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

委
員

も
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
の

団
地
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
セ
ル

リ
ー
に
は
６
人
、
ト
マ
ト
・
き
ゅ

う
り
に
は
１６
人
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
に
は
３
人
の
新
規
就
農
者

が
あ
っ
た
。

　
　
　

寄
付
金
額
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
が
、
希
望
の
多
か
っ
た
返

農
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

１３
億
９
５
９
５
万
円

　

返
礼
品
と
し
て
魅
力
的
な
特

産
物
を
贈
る
こ
と
で
、
特
産
品

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
と
地
場
産
業
の
振

興
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

礼
品
目
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ル
ー
ツ
・
肉
・
米
の
希

望
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

フ
ル
ー
ツ
先
行
予
約
も
好

評
で
あ
っ
た
。

　
　
　

寄
付
者
の
多
い
地

域
を
分
析
し
、
観
光
誘
客

も
含
め
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
東
圏
の
寄
付
者
が
多

か
っ
た
た
め
、
東
京
事
務

所
と
連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

▲転作作付面積が増加しているセルリー団地

令和元年度  決算監査意見書要旨
　一般会計の歳入では、前年度に比べ寄付金、国庫支出金
などが増加し、財産収入、市債などが減少している。「山
形県の景気は、新型コロナウイルス感染症の影響などか
ら厳しい状況が続いている」とされている。市税収入の確
保や財産の有効活用を図り、歳入確保に取り組まれたい。
　一方、歳出では、前年度に比べ商工費、民生費、土木
費、教育費などが増加し、総務費、農林水産業費などが
減少している。中核市移行により多くの事務権限が県か
ら移譲されたことで、さらに市民サービスと行政力の向
上に努める必要があることから、引き続き効果的で効率
的な行政運営を推進されたい。

一
般
・
特
別

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されており、経営努力の成果がうかがえ
る。済生館は、地域医療支援病院、地域がん診療連携拠
点病院として、地域の医療機関等と連携強化を図りなが
ら、安全で安心できる質の高い医療の提供に取り組まれ
ている。自治体病院の使命を踏まえながら経営の効率化
を図り、市民から信頼される病院運営に取り組まれるよ
う要望する。新型コロナウイルスの流行で、医療現場や
病院経営を取り巻く環境に大きな影響が及んでいる。こ
のような状況の中で、地域の中核となる病院として求め
られる役割を引き続き果たされることを望むものである。

済

生

館

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されている。耐震化を含めた、耐用年数
を迎える配水管や浄配水施設設備更新等に係る建設改良
事業の推進が引き続き予定されており、今後とも費用の
節減に取り組まれるとともに、施設規模や稼働状況の適
正化等を図り、一層の経営の効率化に努められたい。
　近年、地震や集中豪雨などによる大規模な自然災害が
県内でも発生しており、災害に強い水道の構築が緊急の
課題となっている。今後とも、「山形市上下水道事業基
本計画（後期計画）」に掲げる諸施策の実現に向けて、
引き続き効率的な事業経営に努められたい。

水

道

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べポイント数の増減はあるものの、大きな変動はないが、
企業債に依存する割合が比較的高いことがうかがえる。
　平成３０年度からは、民間活力を活用した下水道使用料
等徴収業務を含めた上下水道営業等包括委託を実施して
いる。受益者負担の公平性を確保するため、より効果的、
効率的な未収金対策となるよう努められたい。
　老朽化した管渠などの計画的な改築を進めるとともに、
災害に強い下水道を構築するため、「山形市上下水道事
業基本計画（後期計画）」に掲げる諸施策の実現に向けて、
引き続き効率的な事業経営に取り組まれたい。

公
共
下
水
道
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地
消
の
推
進
や
、
食
の
安
全
性
の

観
点
か
ら
国
内
産
食
品
使
用
率
に

も
目
標
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
内

産
野
菜
使
用
率
は
２５
％
を
目
標
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
産
で
な

け
れ
ば
入
手
で
き
な
い
品
目
以
外

は
、
可
能
な
限
り
国
内
産
を
使
用

し
て
い
る
。

　
　
　

カ
ラ
ス
被
害
に
対
す
る
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど

の
効
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
へ
の
補
助
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
み
集
積

所
の
カ
ラ
ス
被
害
に
は
、
箱
型
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
効

果
的
で
あ
る
が
、
設
置
場
所
が
確

保
で
き
な
い
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
に

よ
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
ま
た
、
前
年
度
に
町
内

会
に
対
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
希
望
の
有
無
を
確
認
し
、

希
望
し
た
町
内
会
す
べ
て
に
補
助

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

ご
み
集
積
所
設
置
費

補
助
事
業 

２
２
５
万
円

　

ご
み
集
積
所
の
新
設
や
修
繕

を
し
た
町
内
会
に
対
し
て
、
補

助
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

　
　
　

カ
ラ
ス
捕
獲
用
の
檻
の
設

置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

霞
城
公
園
と
上
野
最

終
処
分
場
に
檻
を
設
置
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
の
捕
獲
実
績
は
、
霞

城
公
園
で
１
４
５
羽
、
上
野
最
終

処
分
場
で
５
羽
で
あ
っ
た
。
な
お
、

上
野
最
終
処
分
場
は
、
搬
入
物
が

変
化
し
た
こ
と
で
カ
ラ
ス
が
来
な

く
な
っ
た
た
め
、
新
た
な
設
置
場

所
を
検
討
し
て
い
る
。

自
然
環
境
保
護
事
業

 

２
５
９
万
円

　

人
的
被
害
や
農
作
物
被
害
防

止
の
た
め
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

許
可
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

環
境
課
長

　
　
　

各
地
区
へ
の
説
明
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
各
地

区
へ
の
説
明
会
は
延
期
し
た
が
、

町
内
会
単
位
で
説
明
会
の
要
望
が

あ
り
、
２
地
区
に
対
し
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
要
望
が

あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
普
及

促
進
事
業 

２
０
１
８
万
円

　

水
防
法
の
改
正
で
洪
水
浸
水

想
定
区
域
が
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
対
象
地
区
へ

の
周
知
や
避
難
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

河
川
整
備
課
長

　
　
　

令
和
元
年
度
は
ス
ケ
ー
ト

場
設
備
に
不
具
合
が
生
じ
、
オ
ー

プ
ン
日
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ー
ズ
ン

前
に
整
備
点
検
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
老
朽
化
に
よ
る
故
障
で
休
業

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
計
画
的
な

設
備
更
新
を
進
め
て
い
る
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改
修

整
備
事
業 

８
９
３
１
万
円

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
や
、
施

設
の
経
年
劣
化
へ
対
応
す
る
た

め
、
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
た
が
、
電
気
使
用
料
の
増
加
に

よ
る
財
政
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
で
は
工

事
の
遅
れ
に
よ
り
、
夏
に
エ
ア
コ

ン
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
不
用
額
が
生
じ
た
が
、
中
学
校

で
は
電
気
使
用
料
が
不
足
し
た
た

め
、
予
算
流
用
に
よ
り
対
応
を
し

て
い
る
。

空
調
設
備
改
修
事
業

 

１６
億
２
５
６
７
万
円

　

児
童
生
徒
の
安
全
と
健
康
を

守
る
た
め
、
猛
暑
対
策
と
し
て

空
調
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　

市
内
産
野
菜
使
用

率
の
目
標
は
ど
う
か
。
ま

た
、
広
い
意
味
で
の
地
産

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
管
理
業
務

１０
億
１
４
１
１
万
円

　

食
品
安
全
確
認
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、

地
産
地
消
を
推
進
し
な

が
ら
、
市
立
の
小
・
中

学
校
へ
給
食
を
提
供
し

ま
し
た
。

委
員

▲地元食材を使った安全な給食を提供

▲改訂された洪水ハザードマップ
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い
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

丁
寧
に
納
付
相
談
を
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

診
療
科
別
の
患
者
数
の
推

移
を
見
る
と
、
年
度
単
位
で
の
入

院
や
外
来
の
患
者
数
な
ど
の
状
況

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度

は
、
特
に
耳じ

鼻び

咽い
ん

喉こ
う

・
頭と
う

頚け
い

部ぶ

外げ

科か

と
泌
尿
器
科
の
２
科
で
積
極
的

な
治
療
や
、
手
術
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
診
療
収
入
も
大
き
く
増
え
、

手
術
件
数
も
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
株
式
会
社
大
沼
の
閉
店
の

影
響
に
よ
り
、
料
金
収
入
の
減
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

済
生
館
駐
車
場

と
山
形
駅
東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
利
用
が

激
減
し
た
が
、
現
在
は
や
や
回
復

傾
向
に
あ
る
。

病
院
事
業

委
員

済
生
館
管
理
課
長

駐
車
場
事
業
会
計

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

水
道
使
用
料
が
、
他
の
市

町
村
に
比
べ
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
の
施
設
を
含

め
、
主
に
３
つ
の
浄
水
施
設
か
ら

水
を
供
給
し
て
お
り
、
各
施
設
の

減
価
償
却
費
が
大
き
い
こ
と
や
、

見
崎
浄
水
場
で
は
逆
ぎ
ゃ
く

勾こ
う

配ば
い

の
た
め
、

動
力
費
が
か
か
る
ほ
か
、
高
度
浄

水
処
理
を
行
っ
て
い
る
な
ど
の
理

由
か
ら
料
金
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

普
及
率
が
９９
・
９５
％
だ
と

の
こ
と
だ
が
、
１
０
０
％
に
な
ら

な
い
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
下
水
を
利
用

し
、
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
方

が
い
る
た
め
で
あ
る
。

水
道
事
業
会
計

委
員

経
営
企
画
課
長

委
員

経
営
企
画
課
長

　
　
　

公
共
下
水
道
の
利
用
率
は

９３
・
６８
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま

だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
約

１
万
５
０
０
０
人
へ
の
利
用
勧
誘

の
状
況
は
ど
う
か
、
ま
た
、
地
区

ご
と
の
利
用
率
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

平
成
６
年
度
か
ら
下

水
道
普
及
相
談
員
を
配
置
し
、
未

接
続
の
家
庭
に
対
し
、
少
な
く
と

も
年
１
回
は
普
及
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
市
中
心
部
の
利
用

率
は
約
９８
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
２０
年
代
に
整
備
が
完
了
し
た

西
部
地
区
は
、
６０
％
か
ら
７０
％
の

利
用
率
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業
会
計

委
員

業
務
課
長

　
　
　

不
用
額
が
生
じ
た
理
由
は

何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

予
算
編
成
時
に

は
、
４
事
業
者
か
ら
相
談
を
受
け

て
い
た
が
、
申
請
に
至
っ
た
の
が

２
事
業
者
だ
っ
た
た
め
、
不
用
額

が
生
じ
た
。
な
お
、
令
和
元
年
度

に
整
備
し
た
物
件
は
、
現
在
、
満

室
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

学
生
の
街
な
か
居
住
推
進
事
業

 

４
２
１
８
万
円

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、

空
き
家
や
空
き
店
舗
な
ど
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
学
生
専
用

賃
貸
住
宅
を
供
給
し
ま
し
た
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
　
　

国
が
医
療
費
削
減
な
ど
、

自
治
体
の
努
力
を
評
価
し
て
配
分

す
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ

る
交
付
金
が
県
支
出
金
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
県
支
出

金
の
金
額
が
平
成
３０
年
度
よ
り
も

多
い
の
は
、
本
市
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
付
額
は

前
年
度
の
取
り
組
み
状
況
を
評
価

し
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
都
道
府
県
の
中
で
、
山
形
県

は
か
な
り
点
数
が
高
い
と
聞
い
て

い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　

介
護
保
険
料
が
不

納
欠
損
と
な
る
時
効
期
間

は
２
年
と
の
こ
と
だ
が
、

根
拠
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　

介
護
保

険
法
で
時
効
が
２
年
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
２
年
を

過
ぎ
る
と
納
付
で
き
な
く

な
る
。
過
去
に
時
効
と

な
っ
た
未
納
部
分
が
あ
る

と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
給
付
制
限
が

か
か
る
仕
組
み
と
な
っ
て

介
護
保
険
事
業
会
計

委
員

介
護
保
険
課
長

▲空き店舗を改修した学生専用賃貸住宅の共用部分

　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わ

せください。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２６日（木）

　　～１２月１１日（金）

１２月定例会の日程
（予定）
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地
域
経
済
の
早
期
回
復
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
７
月
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

７月の主な補正予算
一般会計 ８億３，８２２万円

●新・生活様式対応支援事業

　（ガイドライン対応型）　  ４億１，７３０万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●感染予防及び経済活動再開対策

　観光げんき回復事業　  １億９，７９６万円

●保育所等新型コロナウイルス感染症

　緊急包括支援事業費補助金　  ５，５００万円

●放課後児童クラブ新型コロナウイルス感染症

　緊急包括支援事業費補助金　  ４，３５０万円

●新型コロナウイルス感染症拡大防止

　子育て支援事業費補助金　  ４，０５０万円

　
　
　

何
カ
所
の
既
存
案
内
板
に

表
示
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

山
門
か
ら
３８
カ

所
に
設
置
さ
れ
た
案
内
看
板
に
表

示
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
翻
訳
さ
れ
た
音
声

が
流
れ
、
翻
訳
し
た
案
内
が
画
面

に
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者
へ

の
適
切
な
案
内
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　

Ａ※
２

Ｉ
を
活
用
し
た
観
光
案

内
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
の
具
体
的

な
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
収
集
に

基
づ
く
観
光
産
業
の
需
要
予
測
や
、

観
光
地
環
境
整
備
事
業
（
山
寺
）

 

６
４
５
万
円

　

観
光
案
内
が
翻
訳
さ
れ
る
二※
１

次
元
コ
ー
ド
を
山
寺
立
石
寺
の

案
内
板
へ
表
示
し
、
観
光
案
内

の
多
言
語
化
を
図
り
ま
す
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

観
光
地
環
境
整
備
事
業
（
蔵
王
）

 

３
７
０
３
万
円

　

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成
計
画

を
策
定
し
、
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー

場
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
来
訪
調
査
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

　
　
　

子
ど
も
た
ち
は
自
宅
で
検

温
を
す
る
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ

て
い
る
が
、
保
護
者
に
対
す
る
感

染
防
止
対
策
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
非
接
触
式
の
体
温

計
を
設
置
す
る
な
ど
、
大
規
模
感

染
を
出
さ
な
い
た
め
の
対
策
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
へ
の
対

策
と
し
て
、
送
迎
時
に
は
玄
関
先

で
の
受
け
渡
し
対
応
を
し
て
い
る

施
設
や
、
非
接
触
式
の
体
温
計
を

設
置
し
て
い
る
施
設
が
あ
る
。
ま

た
、
非
接
触
式
の
体
温
計
の
購
入

費
用
は
、
今
回
の
補
助
の
対
象
に

含
ま
れ
て
い
る
。

委
員

保
育
育
成
課
長

旅
行
中
の
観
光
客
へ
の
情

報
発
信
を
行
う
仕
組
み
を

つ
く
り
、
日
本
一
の
観
光

案
内
所
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
・

緊
急
包
括
支
援
事
業

 

１
０
５
０
万
円

　

地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
実
施
施
設
な
ど

に
消
毒
液
な
ど
の
衛
生

用
品
を
配
布
し
ま
す
。

　
　
　

補
助
対
象
件
数
を
１０
棟
分

拡
充
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
統
計
調
査
の

結
果
か
ら
、
２
割
か
ら
４
割
程
度

需
要
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、
市
産
材
を
使
用
し
た

住
宅
の
完
成
ま
で
の
期
間
や
補
助

申
請
期
間
、
実
績
を
踏
ま
え
１０
棟

分
の
増
額
と
算
定
し
た
。

市
産
材
利
用
拡
大
促
進
事
業
費

補
助
金 

５
５
０
万
円

　

市
産
材
の
需
要
が
低
迷
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
対
象
件

数
を
拡
充
し
、
住
宅
着
工
を
促

し
需
要
喚
起
を
図
り
ま
す
。

委
員

森
林
整
備
課
長

　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
の
申
し
込
み

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

観
光
げ
ん
き
回
復
事
業

 

１
億
９
７
９
６
万
円

　

市
内
の
観
光
関
連
施
設
で
使

用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

委
員

方
法
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
の
メ
ー
ル
利
用
に
限
定
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を

紙
媒
体
と
し
た
場
合
、
郵
送
や
引

き
換
え
、
精
算
に
時
間
が
か
か
る
。

し
か
し
、
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
、

か
つ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
場

合
は
、
月
２
回
精
算
す
る
こ
と
が

で
き
、
事
務
費
も
抑
制
で
き
る
。

事
業
者
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
、

総
合
的
に
検
討
し
た
。

観
光
戦
略
課
長

▲設置が進んでいる非接触式体温計

※１　二次元コード…バーコードのような横の向きの一方向だけに情報を持つ一次元コードに対して、縦と横の二方向に情報を持つコード。より多
くの情報を小さな面積で扱うことができる。

※２　ＡＩ…ArtificialIntelligenceの略称。大量のデータなどを基にコンピューターが自ら学習し、人に代わり思考や推測、判断などを行う技術。 8



豪
雨
被
害
か
ら
の
復
旧
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

経
済
対
策
の
た
め
の
９
月
補
正
予
算
を
審
査

９月の主な補正予算
一般会計 ２３億５，２００万円

●中小企業緊急災害等対策利子補給金
　  ２億４，１７４万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●道路橋りょう災害復旧事業
　  １億９，３５０万円

●感染予防及び経済活動再開対策
　新生児子育て応援特別給付金給付事業
　  １億７，０７９万円

●道路維持補修事業
　  １億５，０００万円

●新型コロナウイルス対応保育士等
　慰労金交付事業　  １億１，９３３万円

●山形県信用保証協会保証料補給金
　  １億２８万円

提
出
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
フ

ロ
ー
図
に
基
づ
い
て
、
必
要
な
物

品
が
納
入
さ
れ
た
か
、
導
入
後
に

確
認
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
予
定
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

会
場
を
霞
城
セ

ン
ト
ラ
ル
に
限
定
し
、
東
北
の
６

祭
り
を
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
展
示

す
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
、

東
北
絆
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
な
げ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

整
備
に
合
わ
せ
て
、
貸
し

切
り
バ
ス
の
発
着
を
す
べ
て
西
口

東
北
絆
ま
つ
り
山
形
２
０
２
１

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
実
証
事
業

貸
付
金 

２
０
０
０
万
円

　

新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た

形
で
の
東
北
絆
ま
つ
り
開
催
実

証
事
業
に
必
要
な
運
転
資
金
を

貸
し
出
し
ま
す
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

山
形
駅
西
口
バ
ス
ベ
イ
整
備

事
業 
９
９
３
万
円

　

バ
ス
を
待
つ
客
の
密
状
態
を

改
善
す
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
山
形
駅
西

口
に
バ
ス
ベ
イ
を
整
備
し
ま
す
。

委
員

　
　
　

受
取
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
方

法
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

予
約
本
の
準
備
が
で

き
た
こ
と
を
連
絡
し
た
際
に
、
受

取
ボ
ッ
ク
ス
利
用
希
望
の
申
し
出

を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
本

の
取
り
出
し
方
法
は
、
操
作
画
面

へ
貸
出
カ
ー
ド
の
番
号
を
入
力
す

る
か
、
貸
出
カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
か
の
ど
ち
ら
か
の

方
法
を
考
え
て
い
る
。

　

非
対
面
な
ど
、
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
す
る
た
め
、
図
書

館
に
予
約
本
受
取
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
ま
す
。

委
員

図
書
館
長

に
移
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

設
置
を
目
指
し
て
い
る
日

本
一
の
観
光
案
内
所
の
西

口
側
へ
の
整
備
も
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

観
光
振

興
の
側
面
か
ら
も
、
バ
ス

な
ど
の
交
通
と
の
連
携
は

重
要
な
視
点
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
案
内
所
の
設

置
場
所
は
総
合
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

企
画
調
整
課
長

予
約
本
２４
時
間
受
取

ボ
ッ
ク
ス
設
置
事
業

 

６
０
０
万
円

　
　
　

今
回
予
算
措
置
さ
れ
た
慰

労
金
は
済
生
館
の
分
で
あ
る
が
、

県
内
の
病
院
に
お
い
て
も
官
民
問

わ
ず
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

済
生
館
に
限

ら
ず
、
県
内
の
病
院
や
診
療
所
、

助
産
所
な
ど
も
対
象
と
な
る
。

（
済
生
館
事
業
会
計
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
従
事
者
慰
労
金
交
付
事
業

 

１
億
９
３
２
０
万
円

　

患
者
と
接
す
る
医
療
従
事
者

な
ど
に
対
し
、
慰
労
金
を
給
付

し
ま
す
。

委
員

済
生
館
管
理
課
長

　
　
　

本
沢
橋
の
復
旧
工
事
が
完

了
す
る
ま
で
の
期
間
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

申
請
す
る
復
旧

工
法
が
国
の
災
害
査
定
で
認
め
ら

れ
れ
ば
、
令
和
２
年
度
か
ら
着
工

し
、
３
年
秋
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
い
。

道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業

 

１
億
９
３
５
０
万
円

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
害

の
あ
っ
た
道
路
や
橋
の
復
旧
を

行
い
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
は
テ
レ

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
か
か
わ
ら

ず
導
入
で
き
る
が
、
補
助
金
交
付

認
定
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
時
に

企
業
オ
ン
ラ
イ
ン

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
応
援
事
業

 

２
５
０
５
万
円

　

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に

取
り
組
む
中
小
企
業
な
ど
に
対

し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長
補
佐

▲新たなバスベイが整備される山形駅西口
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今
回
の
工
事
実
施
に
よ
り
、

既
存
の
十
文
字
橋
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

十
文
字
橋
は
、

今
回
新
し
く
架
け
る
橋
の
下
流
約

２
５
０
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
橋

で
、
地
区
の
主
要
な
生
活
道
路
と

な
っ
て
い
る
。
５
年
前
に
補
修
工

事
を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て

い
る
た
め
、
現
在
の
十
文
字
橋
は

ま
ち
づ
く
り

市
道
楯
山
停
車
場
立
谷
川
線

道
路
橋
整
備
工
事
（
下
部
工
）

の
請
負
契
約
を
締
結

委
員

道
路
整
備
課
長

残
し
た
ま
ま
、
新
た
な
橋
を
架
け

る
計
画
で
あ
る
。

　
　
　

豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

の
際
、
橋
脚
に
流
木
な
ど
が
引
っ

掛
か
り
、
流
れ
を
阻
害
し
た
と
聞

く
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
架
け
る
橋

は
、
橋
長
８６
メ
ー
ト
ル
の
長
い
橋

で
あ
り
、
橋
脚
が
必
要
と
な
る
。

橋
脚
は
増
水
時
に
流
れ
を
阻
害
す

る
要
因
と
な
る
た
め
、
で
き
る
だ

け
少
な
く
な
る
よ
う
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
と
協
議
を
行
い
、
最

低
限
と
な
る
橋
脚
１
基
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

委
員

道
路
整
備
課
長

大
型
の
除
雪
車
（
除
雪

グ
レ
ー
ダ
）
を
購
入

常任委員会

　
　
　

今
回
購
入
す
る
除
雪
グ

レ
ー
ダ
の
わ
だ
ち
に
対
す
る
性
能

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

排
雪
板
の
角
度

が
上
下
左
右
に
細
か
く
調
整
で
き

る
た
め
、
荒
れ
た
路
面
を
平
坦
に

整
正
す
る
能
力
に
優
れ
て
お
り
、

わ
だ
ち
処
理
に
適
し
て
い
る
。

　
　
　

除
雪
車
の
更
新
期
間
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

除
雪
グ
レ
ー
ダ

は
経
過
年
数
１４
年
以
上
、
も
し
く

は
運
転
時
間
４
０
０
０
時
間
以
上

で
更
新
と
い
う
国
の
基
準
が
あ
る
。

今
回
更
新
の
車
両
は
購
入
か
ら
２７

年
を
経
過
し
、
修
理
の
た
め
の
部

品
供
給
が
終
了
し
て
お
り
、
正
常

な
運
用
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

令
和
２
年
２
月
１
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
、
防
疫
手
当
を
適
用

さ
せ
る
対
象
者
数
は
何
件
か
。
ま

た
、
他
自
治
体
と
比
較
し
、
適
切

な
支
給
額
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

２
月
か
ら
８
月
ま
で

の
対
象
件
数
は
、
市
保
健
所
２０
件
、

消
防
本
部
７
件
の
合
計
２７
件
を
想

定
し
て
い
る
。
国
の
支
給
額
を
基

準
と
し
て
お
り
、
調
べ
た
限
り
で

は
、
ど
の
自
治
体
も
同
様
の
支
給

額
と
な
っ
て
い
る
。

市

役

所

山
形
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

委
員

職
員
課
長

▲長年冬の交通網を支えてきた除雪グレーダ

　
　
　

購
入
予
定
額
と
契

約
額
に
大
き
な
開
き
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

複
数
の

業
者
か
ら
見
積
も
り
を
徴
ち
ょ
う

し
適
正
な
価
格
を
設
定
し

て
い
る
が
、
入
札
参
加
者

の
競
争
に
よ
り
、
今
回
の

契
約
額
に
な
っ
た
。
除
雪

グ
レ
ー
ダ
は
特
殊
な
車
両

で
も
あ
る
た
め
、
販
売
価

格
の
動
向
な
ど
、
今
後
も

業
界
の
実
態
把
握
に
努
め

て
い
き
た
い
。

委
員

道
路
維
持
課
長

▲今後も地域の架け橋となる十文字橋

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会を開催しました
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　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ

とは、公職選挙法で禁止されており、違反

すると罰せられます。

　有権者が議員へ寄付を求めることも禁止

されています。

市民の皆さまのご理解を
お願いします

　議員が選挙区内の人に対し

て、自筆による答礼を除き、

年賀状などの時候のあいさつ

状（電報なども含む）を出す

ことは禁止されています。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

みちしるべが授業で活用されました！みちしるべが授業で活用されました！
　山形市立明治小学校６年生の社会科の授業で、やまが

た市議会報「みちしるべ」が活用されました。

　児童の皆さんから感想をいただきましたので、一部を

ご紹介します。

　「初めて市議会報を読みました。難しそうだったけど

読んでみたら、難しい言葉は説明があったので読みやす

かったです。予算のお金の額の大きさにも驚きました。

今後も読みたいです。」

　「市内のことをもっと良くするために、集まったお金

で、さまざまな建物を建てたり整備したりして人々が住

みやすいようにいろいろなお金の使い方をしていること

が分かった。議員の皆さんが、山形市を良くするために

たくさんの質問をしていて良かった。」

　「さまざまなことでお金がかかっていることにびっく

りしました。議員の皆さんが、山形市のことをより良く

するために質問してくれていたのでうれしかったです。」

　「市議会報には子育てについてや福祉などのさまざま

な記事が載っていて読んでいて楽しかったです。議員さ

んの質問でまちづくりのことが書いていて、『こんなこ

とを考えているんだな。』と思いました。初めて読んで

みたけど、楽しかったです。」

　今後も、分かりやすく、親しんでもらえる議会報の作

成を心掛けてまいります。

　明治小学校６年生の皆さん、ありがとうございました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、例年、公民館や地区コミュニティ

センターで行っている「議会報告会」を、

令和２年度は中止します。

令和２年度の議会報告会を
中止します
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件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
２
号
（
２
）

継　

続

国に対し「再審法（刑事訴訟法
の再審規定）」の改正を求める
意見書の採択、提出を求めるこ
とについて 阿曽　　隆 総　　務 継続審査
日本国民救援会
山形県本部
会長　佐藤欣哉

第
５
号
（
２
）

継　

続

全国学力学習状況調査を抽出
方式に改めることについて

松井　　愛
佐藤亜希子 産業文教 不採択山形県教職員組合

山形地区支部
代表　東海林仁

第
６
号
（
２
）

継　

続

公立学校に「１年単位の変形労
働時間制」を導入するための条
例制定に反対することについて 松井　　愛

佐藤亜希子 産業文教 継続審査
山形県教職員組合
山形地区支部
代表　東海林仁

　９月定例会で審議された請願は、継続審査中の３件です。
委員会での審査結果は以下の通りです。

請　　願

●議決の結果は、１３ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

２　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財

源
調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切

に
発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。

３　

減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
減
収
補
填
債
の
対
象

と
な
る
税
目
に
つ
い
て
も
、
弾

力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４　

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系

の
構
築
に
努
め
、
国
税
・
地
方

税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図
る

こ
と
。

５　

と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、

市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹

税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影

響
す
る
見
直
し
は
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
を
問
わ
ず
、
断

じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１

人
の
任
期
が
１１
月
１１
日
で
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
中
村

氏
の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　

中な
か 

村む
ら　

 　

篤
あ
つ
し　
　

氏

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

に
よ
り
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影

響
が
及
び
、
本
年
度
は
も
と
よ
り

来
年
度
に
お
い
て
も
、
地
方
税
・

地
方
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
の
激

減
が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令

和
３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地

方
税
制
改
正
に
向
け
、
次
の
事
項

を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

１　

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
。

　

９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

意
見
書
（
要
旨
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

「豪雨災害対応等に関する提言」を市長へ提出

　令和２年７月２８日の豪雨では、農林水産関係や道路、河川の被害をはじめ、床下・床上浸水や土砂崩

れなど多くの被害が発生しました。

　本市議会では、このたびの豪雨災害で見えてきた避難所運営での課題や、これからの災害に強いまち

づくりに向けた市民からの意見など、各議員が調査した内容を提言として取りまとめ、１０月２日に議長

が全会派の代表とともに提言書を市長へ提出しました。

〔提言の概要〕

　１　避難所の開設等について

　２　情報発信と連携等について

　３　河川及び道路等への対応について

　４　農林業への対応について

　５　国及び県との連携について

※提言の全文は市議会ホームページをご覧ください。
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６７号
令和２年度山形市一般会計補正予算
　新・生活様式対応支援事業、観光げんき回復事業、保育所等新型コロナウイルス
感染症緊急包括支援事業費補助金などの補正予算です。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６８号 令和元年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について
認定

（全会一致）

議第６９号
議第７０号

令和元年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
令和元年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第７１号 令和元年度山形市立病院済生館事業会計決算認定について
認定

（全会一致）

議第７２号
令和２年度山形市一般会計補正予算
　新生児子育て応援特別給付金給付事業、山形駅西口バスベイ整備事業、企業オンライ
ンスキルアップ等応援事業、７月豪雨被害復旧関連などの補正予算です。

可決
（全会一致）

議第７３号 令和２年度山形市立病院済生館事業会計補正予算
可決

（全会一致）

議第７４号 除雪車の購入について
同意

（全会一致）

議第７５号 工事請負契約の締結について（市道楯山停車場立谷川線道路橋整備工事（下部工））
同意

（全会一致）

議第７６号
山形市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
　新型コロナウイルス感染症の防疫作業に従事する職員に対する防疫手当の特例を規定
するものです。

可決
（全会一致）

議第７７号
山形市教育委員会委員の任命について
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第９号

山形市子どもの受動喫煙防止条例の設定について
　内容は２０ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第１０号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財源の急激な悪化に対し地方税財源の確保
を求める意見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（７月臨時会）

議決議案一覧（９月定例会）

○＝賛成　×＝反対　　　　斎藤武弘議長は採決に加わらない。

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表

 会派
 議員名

議案

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 長
谷
川
幸
司
副
議
長

斎
藤
武
弘
議
長

議決
結果

井

上

和

行

佐

藤

清

徳

鈴

木

進

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

丸

子

善

弘

須

貝

太

郎

鈴
木
善
太
郎

荒

井

拓

也

渋

江

朋

博

武

田

聡

渡

辺

元

斎

藤

淳

一

石

澤

秀

夫

松

井

愛

佐

藤

秀

明

川

口

充

律

遠

藤

吉

久

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

小

田

賢

嗣

高

橋

公

夫

斉

藤

栄

治

継続請願第５号（２）× × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － 不採択

13

令和2年11月1日／214号令和2年11月1日／214号

やまがた市議会報やまがた市議会報



　
　

消
防
団
員
お
よ
び
女
性
消
防

団
員
の
な
り
手
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
若
手
市
職
員
を
積
極
的
に

入
団
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

Q

　
　

災
害
時
の
避
難
所
運
営
な
ど

市
職
員
と
し
て
の
災
害
対
応
業
務

が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
検
討
を
重

ね
な
が
ら
、
今
後
、
職
員
に
対
し

適
宜
、
加
入
の
周
知
を
行
う
と
と

A

も
に
、
新
規
採
用
職
員
の
研
修
な

ど
の
機
会
に
消
防
団
活
動
を
紹
介

し
、
加
入
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

市
内
の
大
学
に
協
力
を
仰
ぎ
、

消
防
団
に
入
団
し
活
動
を
行
う
大

学
生
に
２
単
位
を
付
与
す
る
な
ど
、

大
学
生
を
活
用
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

大
学
当
局
と
協
力
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　

南
部
児
童
遊
戯
施
設
に
障
が

い
児
相
談
支
援
事
業
所
を
併
設
し
、

相
談
体
制
を
整
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

相
談
室
の
確
保
や
人
員
基
準

な
ど
の
設
置
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
当
初
の
計
画
で
想
定
し

て
い
な
い
相
談
支
援
事
業
所
の
併

設
は
難
し
い
。
運
営
管
理
の
中
で
、

発
達
や
障
が
い
な
ど
の
相
談
窓
口

を
設
け
る
な
ど
、
運
営
事
業
者
と

協
議
し
て
い
く
。

　
　

南
部
児
童
遊
戯
施
設
を
利
用

す
る
相
談
者
側
の
立
場
に
立
て
ば
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
構
築

は
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
南
部
児

童
遊
戯
施
設
と
既
存
の
障
が
い
児

相
談
支
援
事
業
所
が
連
携
し
た
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

● 一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

な
り
手
不
足
の
消
防
団
員
確
保
に

積
極
的
な
政
策
を
！！

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し

就
学
援
助
、
学
校
歯
科
検
診
の
未
受
診
、
教
員
の

働
き
方
改
革
、
市
営
住
宅

※

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

高た
か

橋は
し　

公き
み

夫お

（
令

政

会
）

災
害
対
応
、
障
が
い
者
施
策
、
３
歳
児
健
康
診
査

の
眼
科
健
診
、
山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ　

ほ
か

佐さ

藤と
う　

秀ひ
で

明あ
き

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

経
済
・
雇
用
状
況
と
生
活
支
援
、
感
染
症
に
強
い

山
形
市
、
環
境
問
題
、
文
化
振
興
、
西
蔵
王
開
発
、

小
麦
生
産　

ほ
か

鈴す
ず

木き　
　

進
す
す
む

（
新

翔

会
）

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
山
形
市
の
財
政
運
営
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り　

ほ
か

（
新

翔

会
）

井い
の

上う
え　

和か
ず

行ゆ
き

防
災
対
策
、
農
業
問
題
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
相
乗
効
果
、
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
除
排
雪
体
制　

ほ
か

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

折お
り

原は
ら　

政ま
さ

信の
ぶ

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
、
健
康
医
療
先
進
都

市
、
西
公
園
の
整
備
、
人
工
内
耳
装
用
者
へ
の
支

援
、
副
市
長
二
人
制
、
７
月
豪
雨
災
害　

ほ
か

浅あ
さ

野の　

弥や

す

し史

（
新

翔

会
）

子
育
て
支
援
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
後
の
処
分
、
副
市

長
二
人
制
、
消
防
団
と
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
山
形

中
山
道
路
の
市
南
部
地
域
へ
の
延
伸　

ほ
か

渋し
ぶ

江え　

朋と
も

博ひ
ろ

（
緑

政

会
）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
市
政
運

営
、
避
難
所
環
境
、
可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム

の
導
入
、
地
域
電
子
通
貨
制
度
の
導
入　

ほ
か

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月

１５
日
と
１６
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

浅あ
さ

野の　

弥や

す

し史 

議
員
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本
市
内
の
障
が
い
者
受
け
入

れ
可
能
な
福
祉
避
難
所
は
１
カ
所

の
み
で
あ
り
、
障
が
い
者
の
特
性

に
配
慮
し
た
福
祉
避
難
所
の
整
備

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
、
令
和
６
年
度
ま

で
に
福
祉
避
難
所
を
２
カ
所
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
ホ
テ
ル
を
福
祉
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
令
和
２
年
９
月
末
に
山
形

市
ホ
テ
ル
協
会
と
協
定
を
締
結
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

障
が
い
者
就
労
施
設
の
受
注

量
や
工
賃
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
取
り

QAQ
　
　

母
子
１
カ
月
健
診
を
定
期
健

診
と
し
、
公
費
負
担
と
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

実
施
体
制
を
含
め
、
関
係
機
関
と

相
談
し
な
が
ら
調
査
し
て
い
く
。

　
　

捕
獲
後
の
イ
ノ
シ
シ
の
埋
設

場
所
の
確
保
に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

地
元
や
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
協
議
し
、
調
整
が
で
き
次
第
、

埋
設
溝
を
整
備
し
て
い
く
。

　
　

副
市
長
二
人
制
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
。

　
　

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
や
増

大
す
る
行
政
需
要
、
他
の
中
核
市

の
状
況
か
ら
、
副
市
長
二
人
制
を

取
り
、
健
康
医
療
先
進
都
市
を
強

力
に
推
し
進
め
る
体
制
を
と
る
こ

と
は
有
用
で
あ
る
と
の
考
え
に

至
っ
て
い
る
。
導
入
に
向
け
て
の

検
討
を
今
後
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

　
　

一
般
国
道
１
１
２
号
山
形
中

山
道
路
の
本
市
南
部
地
域
へ
の
延

伸
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　

本
市
南
部
地
域
へ
の
南
進
に

向
け
、
関
係
機
関
に
対
し
、
早
期

計
画
策
定
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　

西
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
閉
鎖
中
と
な
っ

て
い
る
が
、
使
用
再
開
の
際
に
は
、

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
に
も
開
放
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者

と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
の
双
方

か
ら
声
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
を

し
て
い
く
。

QAQA

QA

QA

QA

組
み
と
し
て
、
企
業
な
ど
へ
の
営

業
活
動
や
各
施
設
へ
の
受
注
調
整

を
一
括
し
て
担
う
共
同
受
注
窓
口

の
設
置
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

山
形
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

協
議
会
に
共
同
受
注
窓
口
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
山
形
県
の
作
業

工
賃
は
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
Ｙ※
１

‐
ｂ
ｉ
ｚ
の
活
用
や

先
駆
的
事
例
を
参
考
に
す
る
な
ど
、

受
注
拡
大
に
つ
な
が
る
効
果
的
な

支
援
体
制
の
整
備
を
関
係
機
関
と

連
携
し
研
究
し
て
い
く
。

　
　

聴
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
手
話
通
訳
者
や
手
話
通

訳
士
育
成
の
た
め
、
専
門
知
識
を

学
ぶ
研
修
会
な
ど
の
参
加
費
用
を

補
助
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

手
話
通
訳
者
や
手
話
通
訳
士

を
増
や
す
た
め
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
の
受
講
料
を
含
め
、

費
用
負
担
の
軽
減
を
検
討
す
る
。

　
　

「
耳
が
き
こ
え
ま
せ
ん
」
「
手

話
が
で
き
ま
す
」
な
ど
と
表
示
し

た
「
障
が
い
者
災
害
時
支
援
バ
ン

ダ
ナ
」
の
配
布
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　

音
声
で
の
案
内
が
優
先
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
避
難
所
に
お
い
て

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
手

話
の
で
き
る
方
へ
の
配
布
も
含
め
、

聴
覚
障
が
い
者
団
体
な
ど
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

文
字
を
書
く
こ
と
に
困
難
が

あ
る
書し
ょ

字じ

障
が
い
児
が
、
授
業
や

試
験
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

こ
と
を
認
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

書
字
障
が
い
児
に
対
し
て
は
、

教
師
が
個
別
に
支
援
し
て
い
る
が
、

本
市
主
催
の
研
修
会
な
ど
で
学
習

障
害
の
理
解
を
一
層
深
め
、
授
業

や
試
験
な
ど
で
も
個
に
応
じ
た
支

援
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　

入
学
者
選
抜
時
の
障
が
い
児

へ
の
配
慮
と
し
て
、
試
験
時
間
の

延
長
や
Ｉ※
２

Ｃ
Ｔ
支
援
機
器
の
活
用

な
ど
、
合※
３

理
的
配
慮
の
取
り
組
み

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

障
が
い
児
へ
の
配
慮
は
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
合

理
的
配
慮
の
在
り
方
を
、
県
教
育

委
員
会
と
相
談
し
て
い
く
。

　
　

３
歳
児
健
康
診
査
の
眼
科
健

診
で
弱
視
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
の

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
屈
折
異

常
と
斜
視
が
自
動
判
定
で
き
る
Ｓ※
４

Ｖ
Ｓ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

保
健
師
の
問
診
や
小
児
科
医

の
診
察
な
ど
で
見
逃
し
が
な
い
よ

う
努
め
て
い
る
が
、
先
進
事
例
を

参
考
に
、
眼
科
医
師
や
小
児
科
医

師
と
十
分
協
議
し
、
調
査
研
究
し

て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

障
が
い
者
福
祉
避
難
所
の

整
備
を
急
げ
！！

▲市内唯一の福祉避難所であるまんさくの丘

高た
か

橋は
し　

公き
み

夫お 
議
員

▲消防団員のなり手不足解消を

※１　Ｙ‐ｂｉｚ…山形市売上増進センター。
※２　ＩＣＴ…InformationandCommunicationTechnologyの略称。情報通信技術、情報伝達技術。パソコン、スマートフォンなどのさまざまな形状のコンピューター

を使った情報処理や通信技術の総称。
※３　合理的配慮…障がいの有無にかかわらず、人権が保障され、教育や就業、その他社会生活において平等に参加できるよう、一人ひとりの特徴や困りごとに合わせて行われる調整や変更のこと。
※４　ＳＶＳ…スポットビジョンスクリーナー（SpotVisionScreener）の略称。携帯型の新しい目の検査機器。６カ月以降の乳児から検査ができる。
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新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
財
政
へ

の
影
響
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

に
向
け
た
方
針
は
ど
う
か
。

Q

　
　

２
年
度
以
上
に
市
税
収
入
な

ど
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

国
庫
補
助
金
な
ど
の
活
用
を
最
大

限
図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
や
各

種
基
金
を
活
用
し
、
健
全
な
財
政

A
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
る
経
済
の

変
化
に
応
じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
に
向
け
た
方
策
は
ど
う
か
。

　
　

融
資
制
度
に
よ
る
経
営
の
安

定
化
と
と
も
に
、
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
を

活
用
し
、
市
内
企
業
の
強
み
を
生

か
し
た
産
業
振
興
に
取
り
組
む
。

　
　

雇
用
調
整
助
成
金
申
請
な
ど

に
伴
い
、
労
働
関
係
法
令
の
順
守

を
周
知
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

労
働
関
係
法
令
順
守
が
助
成

金
受
給
の
前
提
で
あ
る
た
め
、
業

界
団
体
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
の

た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ワ
ン

QAQAQ

運
営
の
堅
持
に
努
め
て
い
く
。

　
　

山
形
市
発
展
計
画
２
０
２
５

に
、
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
を
位

置
付
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

２
年
度
中
に
見
直
し
を
行
い
、
感

染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対

応
や
、
新
た
な
日
常
を
踏
ま
え
た

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
、
幅
広

く
検
討
し
て
い
く
。

　
　

新
し
い
生
活
様
式
に
よ
る
避

難
所
運
営
の
課
題
と
避
難
所
設
置

の
在
り
方
は
ど
う
か
。

　
　

避
難
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

仕
方
な
ど
、
手
探
り
の
部
分
が
多

く
、
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

先
進
地
の
運
営
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
密
に
な
ら
な

い
開
設
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

公
共
施
設
の
ベ※
４

ビ
ー
ケ
ア

ル
ー
ム
の
現
状
を
把
握
し
、
未
設

置
の
場
合
は
、
可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ

ア
ル
ー
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

空
き
室
の
利
用
や
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
設
置
し
対
応
し
て
い
る
。

可
動
式
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
の
利

用
を
含
め
、
改
善
に
努
め
て
い
く
。

　
　

地※
５

域
電
子
通
貨
制
度
を
導
入

し
、
お
金
の
地
産
地
消
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

QA

QAQ

AQ

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
、
十
分
に
周
知
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
民
間
の
子
ど
も
食

堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
な
ど
へ

の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
の

相
談
支
援
体
制
を
確
保
し
、
支
援

内
容
な
ど
を
周
知
し
て
い
く
。
ま

た
、
２
つ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
実
施

団
体
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

生
活
困
窮
者
へ
の
食
料
や
生
活
用

品
提
供
の
た
め
、
連
携
し
て
い
く
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
を
本

市
の
福
祉
関
係
部
署
に
設
置
す
る

よ
う
強
く
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
失
業
保
険
を
受
け
ら
れ
な

い
人
へ
の
雇
用
創
出
の
た
め
、
本

市
が
直
接
雇
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

窓
口
設
置
は
重
要
事
業
と
し

て
国
に
要
望
し
て
お
り
、
令
和
３

年
２
月
頃
に
結
果
が
示
さ
れ
る
。

な
お
、
国
が
新
た
に
雇
用
対
策
を

行
う
場
合
は
、
会
計
年
度
職
員
の

採
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

少
人
数
学
級
の
促
進
や
感
染

症
対
策
に
配
慮
し
た
建
築
な
ど
、

市
保
健
所
長
の
提
案
を
ど
う
生
か

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
Ｐ※
１

Ｃ
Ｒ

検
査
の
範
囲
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
　

感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
２
年
度

中
に
発
展
計
画
を
見
直
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
感
染
の
疑
い
が
あ

る
方
へ
幅
広
く
行
っ
て
い
く
。

　
　

ゼ※
２

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣

言
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市

の
電
気
購
入
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
し
た
電
気
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

国
が
示
す
地
球
温
暖
化
対
策

の
方
向
性
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
す
る
。
経
費
削
減
な
ど
の
観

点
か
ら
小
・
中
学
校
の
電
気
受
給

契
約
先
と
し
た
「
お
も
て
な
し
山

形
」
で
は
、
今
後
、
二
酸
化
炭
素

排
出
係
数
の
低
い
事
業
者
か
ら
電

気
を
仕
入
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

西
蔵
王
地
区
に
県
内
初
と
な

る
ク※
３

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
な
ど
、
長

期
滞
在
型
の
観
光
地
を
開
発
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

密
に
な
ら
な
い
環
境
を
求

め
、
都
会
か
ら
離
れ
た
い
方
な
ど

の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
、
誘
客
の

方
向
性
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

残
留
農
薬
の
危
険
が
高
い
ア

メ
リ
カ
産
小
麦
の
学
校
給
食
で
の

使
用
に
反
対
す
る
。
市
内
で
の
小

麦
の
生
産
拡
大
や
米
粉
パ
ン
の
回

数
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
気
候
風
土
に
合
っ
た

小
麦
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。
ま

た
、
米
粉
パ
ン
や
市
産
小
麦
パ
ン

の
回
数
増
加
を
検
討
し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

経
済
・
雇
用
対
策
を
！

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

新
た
な
都
市
像
を
示
せ
！！

▲西蔵王にクラインガルテン（滞在型市民農園）を！

佐さ

藤と
う　

秀ひ
で

明あ
き 

議
員

渋し
ぶ

江え　

朋と
も

博ひ
ろ 

議
員

※１　ＰＣＲ検査…polymerasechainreaction（ポリメラーゼ連鎖反応）検査の略称。新型コロナウイルス感染症の診断に用いられる検査。
※２　ゼロカーボンシティ…２０５０年までの二酸化炭素（CO２）排出量の実質量ゼロに取り組む自治体のこと。
※３　クラインガルテン…ドイツ語で「小さな庭」の意味。滞在型市民農園。
※４　ベビーケアルーム…授乳・離乳食・おむつ替えなどに利用できる個室。
※５　地域電子通貨…特定の地域の中で、紙幣や硬貨の現金以外の方法で流通する通貨。
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第
九
地
区
の
公
民
館
建
設
は
、

地
域
の
悲
願
で
あ
る
。
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
る
場
所
も
な
い
た

め
、
建
設
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
時
点
で
の
公
民
館
新
設
の

予
定
は
な
い
。
避
難
場
所
や
地
域

活
動
の
場
所
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
活
用
し
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
を
、
地
域
の
方
と
話

を
し
な
が
ら
、
今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

　
　

本
市
が
伝
え
た
い
、
市
民
が

知
り
た
い
情
報
を
共
有
す
る
公
式

Ｌ※
２

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

内
容
の
充
実
に
努
め
、
市
外

の
登
録
者
も
増
や
す
な
ど
、
山
形

QAQA
　
　

地
元
金
融
機
関
や
商
工
会
議

所
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
と
併
せ
、
必

要
性
や
効
果
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

臨
時
休
校
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
具
体
的
な
内
容
は
ど
う
か
。

ま
た
、
平
常
登
校
時
の
家
庭
学
習

で
も
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

学
習
ド
リ
ル
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
習
熟
度
に
応
じ
た
学
習
が
可

能
と
な
る
。
授
業
で
学
習
ツ
ー
ル

と
し
て
扱
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
当
面
の
目
標
と
し
、
家
庭
で
の

活
用
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

Ａ※
１

Ｌ
Ｔ
の
配
置
状
況
は
ど
う

か
。
不
足
が
あ
る
場
合
は
、
学
習

環
境
に
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

２０
人
体
制
で
計
画
し
て
い
た

が
、
現
在
、
１５
人
の
配
置
と
な
っ

て
い
る
。
ま
も
な
く
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
に
配
置
の
予
定
で
あ
り
、

効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
修
学
旅

行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
、
市
が
負

担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

参
加
の
可
否
で
不
利
益
が
生
じ
な

い
よ
う
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
補
助
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
参
加
し
な
い
児
童
生
徒
の
心

情
に
配
慮
し
な
が
ら
、
不
利
益
が

生
じ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　
　

小
白
川
街
道
は
歩
行
者
優
先

道
路
に
改
善
す
る
な
ど
、
抜
本
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

沿
線
の
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
整
備
手
法

の
意
見
を
広
く
募
る
予
定
で
あ
る
。

AQA

QA

QA

QA

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
な

ど
を
大
事
に
し
て
発
信
し
て
い
く
。

　
　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
推
進
事
業
株

式
会
社
は
、
平
成
３１
年
３
月
に
新

ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
基
本
計
画
を
策

定
し
、
課
題
検
討
の
た
め
の
山
形

ス
タ
ジ
ア
ム
探
究
会
を
設
置
し
た

が
、
探
究
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内

容
は
ど
う
か
。

　
　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
基
本
計

画
に
係
る
課
題
の
論
点
整
理
や
、

さ
ら
な
る
検
討
、
深
掘
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
各
市
か

ら
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
に
向
け
た
協

議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

令
和
２
年
１
月
策
定
の
北
山

形
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
の
内
容
と
事
業
の
進
展
状

況
は
ど
う
か
。

　
　

基
本
構
想
で
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
が
日
常
的
に
利
用

す
る
エ
リ
ア
を
重
点
整
備
地
区
に

設
定
し
、
駅
構
内
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
、
実
施
主
体
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

連
携
し
、
令
和
２
年
度
に
実
施
設

計
、
３
年
度
か
ら
４
年
度
で
工
事

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
供
用
開
始
に

合
わ
せ
、
北
山
形
駅
東
西
自
由
通

路
整
備
が
実
現
す
る
よ
う
、
鉄
道

事
業
者
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

自
由
通
路
整
備
の
可
能
性
や

代
替
手
段
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
引
き
続

き
相
談
し
て
い
く
。

　
　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
も

含
め
た
公
助
備
蓄
を
再
整
備
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
見
直

す
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
整
備
す

る
予
定
な
の
か
。

　
　

新
た
に
非
接
触
型
体
温
計
や

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど

を
備
蓄
し
、
２
年
度
か
ら
は
乳
幼

児
用
の
液
体
ミ
ル
ク
や
使
い
捨
て

哺
乳
瓶
な
ど
を
市
防
災
倉
庫
に
一

括
保
管
し
て
い
る
。
公
助
備
蓄
の

考
え
方
も
見
直
す
必
要
が
生
じ
て

き
て
お
り
、
先
進
地
や
他
の
中
核

市
な
ど
の
状
況
も
参
考
に
、
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

浸
水
想
定
地
域
に
は
、
土
の

う
な
ど
を
事
前
に
配
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
か

ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
配
布
し
て

い
る
が
、
保
管
場
所
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
現
時
点
で
の
一
律
配
布

は
難
し
い
。
今
後
も
必
要
に
応
じ

た
活
用
が
で
き
る
よ
う
、
広
報
に

努
め
、
事
前
の
備
え
を
お
願
い
し

て
い
く
。

QAQA

QAQ

AQA

第
九
地
区
に
公
民
館
を
！

▲築３９年となる第九地区の桧葉の木集会所 ▲すべての小・中学校にＡＬＴの早期配置を

※１　ＡＬＴ…AssistantLanguageTeacherの略称。外国語指導助手。
※２　ＬＩＮＥ…ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）の一種。本市の公式アカウントも開設されている。

鈴す
ず

木き　
　

進
す
す
む 

議
員
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山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
重
粒
子
線
治

療
利
用
者
へ
の
治
療
費
支
援
な
ど
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

Q

　
　

県
の
助
成
制
度
の
情
報
収
集

に
努
め
な
が
ら
、
連
携
中
枢
都
市

圏
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
連
携

が
可
能
か
を
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

A
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
雨
や

台
風
時
は
、
ど
の
よ
う
に
分
散
避

難
に
導
く
の
か
。
ま
た
、
大
地
震

発
生
時
な
ど
市
内
全
域
が
避
難
対

象
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
か
。

　
　

学
校
施
設
の
利
用
拡
大
や
避

難
所
の
幅
広
い
範
囲
で
の
開
設
な

ど
で
、
収
容
人
数
の
確
保
を
図
る
。

ま
た
、
震
度
４
以
上
の
地
震
発
生

時
は
、
全
避
難
所
の
開
設
や
大
規

模
な
市
有
施
設
、
地
区
集
会
所
な

ど
を
利
用
す
る
。
加
え
て
、
民
間

施
設
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

避
難
所
敷
地
内
へ
防
災
用
井

戸
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
時
点
で
は
避
難
所
へ
の
井

QAQA

　
　

県
に
対
し
て
重
粒
子
線
が
ん

の
治
療
費
助
成
制
度
創
設
を
要
請

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

本
市
独
自
の
助
成
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
市
町
村

の
助
成
制
度
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県

に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

　
　

低
炭
素
化
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
国
が
示
す
地
球
温
暖

化
対
策
の
方
向
性
な
ど
を
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

西
公
園
の
３
オ
ン
３
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
、
各
世
代
ご
と

に
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
、

も
う
一
面
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
２
年
度
に
、
同
規
模
の

コ
ー
ト
の
増
設
に
向
け
た
設
計
委

託
を
行
っ
て
お
り
、
３
年
度
で
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

人
工
内
耳
体
外
機
、
ス※

ピ
ー

チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
買
い
替
え
や

電
池
代
へ
の
助
成
制
度
の
創
設
を

実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

市
独
自
の
助
成
制
度
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
国
の
動
向
や
他

市
の
状
況
を
調
査
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQA

QA

戸
設
置
の
計
画
は
な
い
が
、
必
要

性
を
含
め
、
先
進
事
例
や
国
の
補

助
制
度
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

市
立
学
校
関
係
者
が
感
染
し

た
場
合
、
罹り

患か
ん

の
事
実
な
ど
を
ど

の
よ
う
に
公
表
す
る
の
か
。
ま
た
、

当
該
校
の
児
童
生
徒
や
保
護
者
に

は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

　
　

感
染
症
名
や
症
状
と
経
過
、

性
別
、
年
齢
区
分
な
ど
を
公
表
し
、

学
校
名
は
原
則
公
表
し
な
い
。
ま

た
、
学
校
を
閉
鎖
す
る
場
合
は
、

保
護
者
に
閉
鎖
範
囲
や
期
間
な
ど

を
文
書
で
お
知
ら
せ
す
る
と
し
て

い
る
が
、
感
染
者
が
特
定
さ
れ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
学

校
名
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
な
ど
を

防
ぐ
た
め
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

が
情
報
を
拡
散
し
な
い
よ
う
冷
静

な
対
応
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
質
化
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
ま
た
、
農
業
経
営
の
意
向

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
活

用
方
法
は
ど
う
か
。

　
　

各
地
域
の
農
業
者
や
農
業
委

員
会
、
農
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、

各
地
域
で
の
話
し
合
い
実
施
に
向

け
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
た
地

域
ご
と
の
現
状
と
課
題
な
ど
を
、

各
地
域
と
の
話
し
合
い
の
中
で
提

示
し
、
働
き
か
け
や
助
言
を
行
う

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

各
自
治
体
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
導
入
が

進
ん
で
い
る
。
東
北
の
中
核
市
初

導
入
を
目
指
し
、
計
画
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
市
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
の
令
和
３
年
度
導
入
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

除
雪
に
お
け
る
準
備
費
や
初

期
除
雪
費
を
見
直
し
、
天
候
に
左

右
さ
れ
な
い
除
排
雪
体
制
を
確
立

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
後
も
事
業
者
の
実
態
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
万
全
な
除
排
雪

体
制
の
確
立
と
新
規
事
業
者
参
入

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
時
、
制
度

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ヤ
マ
ガ
タ
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
ト
イ
レ

や
日
陰
対
策
、
水
飲
み
場
、
駐
車

場
な
ど
を
さ
ら
に
整
備
し
、
利
用

環
境
の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
し
い
生
活
様
式
や
今
後
の

利
用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
誰

も
が
親
し
み
、
楽
し
み
な
が
ら
健

康
な
体
づ
く
り
が
行
え
る
施
設
に

な
る
よ
う
、
競
技
団
体
の
意
見
な

ど
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

QA

QAQA

QAQA

災
害
・
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

山
形
市
を
目
指
し
て
！

重
粒
子
線
が
ん
治
療
費

支
援
の
充
実
を
！

※　スピーチプロセッサー…人工内耳用の音声処理装置。

▲さらなる整備が期待されるグラウンド・ゴルフ場

折お
り

原は
ら　

政ま
さ

信の
ぶ 

議
員

井い
の

上う
え　

和か
ず

行ゆ
き 

議
員
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過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
労

働
時
間
の
教
員
が
多
数
い
る
状
況

だ
が
、
国
の
指
針
が
示
す
時
間
外

労
働
の
月
４５
時
間
、
年
３
６
０
時

間
以
下
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る
の
か
。

　
　

特
別
支
援
指
導
員
や
教
育
相

談
員
な
ど
の
配
置
や
増
員
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
夏
季
休
業
期
間

中
の
閉
校
奨
励
日
の
設
定
や
夜
間

留
守
番
機
能
の
あ
る
電
話
機
の
設

置
な
ど
を
行
い
、
教
員
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
コ※
１

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
小
・

中
学
校
全
校
に
導
入
し
、
地
域
住

民
と
教
育
の
目
標
を
共
有
し
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
の
教
育
を
支
え

て
い
く
学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

QA
　
　

南
沼
原
小
学
校
跡
地
に
、
身

寄
り
の
な
い
障
が
い
者
が
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
の
施
設
や
、
認
知

症
に
よ
り
日
本
語
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
外
国
人
な
ど
が
母
国
語
圏

の
人
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
施

設
な
ど
、
総
合
的
な
福
祉
施
設
を

公
民
連
携
で
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
跡
地

の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
身

寄
り
の
な
い
障
が
い
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
施
設
は
、
山
形
市
社

会
福
祉
事
業
団
で
整
備
を
進
め
て

お
り
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
な
ど

の
整
備
の
中
で
、
必
要
性
を
調
査

研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
外
国
人

の
た
め
の
施
設
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も

調
査
し
て
い
く
。

　
　

副
市
長
を
二
人
制
と
し
、
中

央
省
庁
よ
り
招
し
ょ
う

聘へ
い

す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
ず
は
、
副
市
長
定
数
変

更
の
条
例
改
正
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

中
央
省
庁
か
ら
の
人
材
招
聘

も
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

考
慮
し
て
い
く
。
ま
た
、
定
数
の

部
分
で
準
備
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

須
川
に
通
じ
る
排
水
樋
門
と

樋
管
は
何
カ
所
あ
り
、
そ
の
中
で

排
水
機
場
や
排
水
ポ
ン
プ
車
が
必

要
な
箇
所
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

ま
た
、
必
要
箇
所
に
は
計
画
的
に

排
水
ポ
ン
プ
車
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

樋
門
な
ど
は
全
部
で
４０
カ
所

あ
り
、
排
水
機
場
な
ど
が
必
要
な

箇
所
は
、
志
戸
田
地
区
周
辺
の
４

カ
所
程
度
と
想
定
さ
れ
る
。
国
へ

配
備
要
請
を
早
期
に
行
う
と
と
も

に
、
計
画
的
に
排
水
ポ
ン
プ
車
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

Q

AQ

A

と
で
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
。

　
　

教
員
の
長
時
間
労
働
を
改
善

す
る
前
提
と
し
て
、
勤
務
実
態
を

客
観
的
に
正
し
く
反
映
し
た
勤
務

時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急

が
れ
る
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　

教
員
の
業
務
効
率
化
の
た
め
、

出
退
勤
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
校
務

支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　

教
員
は
恒
常
的
に
残
業
が
あ

り
、
変※
２

形
労
働
時
間
制
導
入
の
根

拠
が
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
し

た
場
合
、
超
過
勤
務
が
常
態
化
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避
難

者
へ
の
就
学
援
助
は
、
義
務
教
育

終
了
時
ま
で
続
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　

他
県
か
ら
の
避
難
者
に
対
す

る
就
学
援
助
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
通
常
の
収
入
基
準
を
満
た
し
た

方
を
対
象
と
し
て
お
り
、
３
年
度

以
降
も
同
様
と
考
え
て
い
る
。

　
　

就
学
援
助
を
利
用
す
る
準
要

保
護
児
童
の
食
を
支
え
る
た
め
、

一
斉
休
校
期
間
中
の
給
食
費
相
当

額
を
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
す
る

こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

　
　

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
学
校

給
食
費
は
、
要
綱
に
基
づ
き
実
食

し
た
給
食
分
の
費
用
を
支
給
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
夏
休

み
の
短
縮
な
ど
に
よ
り
、
給
食
提

供
日
が
例
年
と
大
幅
に
変
わ
ら
な

い
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
給
食
費

相
当
額
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

市
営
住
宅
に
入
居
の
高
齢
者

世
帯
や
母
子
父
子
家
庭
な
ど
の
経

済
的
困
難
者
に
対
し
、
家
賃
負
担

の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
の
減
免
制
度
は
家
賃
額

を
基
礎
に
、
離
職
や
疾
病
な
ど
で

家
賃
認
定
時
よ
り
も
著
し
い
収
入

の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
減

免
し
て
お
り
、
世
帯
の
実
情
に
即

し
た
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

市
営
住
宅
に
お
い
て
、
設
置

後
１５
年
を
超
え
た
風
呂
の
バ
ラ
ン

ス
釜
は
、
順
次
交
換
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

設
置
後
１１
年
目
を
基
準
に
安

全
点
検
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ

て
修
繕
や
交
換
を
行
っ
て
い
る
が
、

新
た
な
入
居
者
が
決
定
し
た
住
宅

の
風
呂
釜
が
１５
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
交
換
を
検
討
し
て

い
く
。

QAQAQ

AQA

QAQA

先
生
が
忙
し
す
ぎ
る
！

教
員
の
長
時
間
労
働
を
正
せ
！

▲子どもたちの教育を支える教員の負担軽減を ▲西公園に３オン３コートの増設を

※１　コミュニティ・スクール…学校運営協議会を設置し、学校と地域住民などが力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる仕組み。
※２　変形労働時間制…労働時間を月単位や年単位で調整することで、労働時間の運用を弾力的に行う制度。

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し 

議
員
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山
形
市
議
会
議
員
に
は
、
山
形

市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
市
政
の
課

題
や
市
民
の
意
思
を
把
握
し
、
市

政
に
反
映
す
る
た
め
、
調
査
研
究

活
動
に
要
す
る
経
費
と
し
て
政
務

活
動
費
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡

協
議
会
が
９
月
に
公
表
し
た
政
務

活
動
費
に
関
す
る
情
報
公
開
度
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
全
国
６０
の
中
核
市

の
中
、
本
市
は
１５
位
で
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
領
収
書
や
視
察
報

告
書
な
ど
の
公
開
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
は
会
計

帳
簿
の
提
出
や
使
途
を
規
定
し
て

い
る
手
引
き
を
改
正
す
る
な
ど
の

議
会
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
改
革
を
進
め
、
議
会
報
で
分
か

り
や
す
く
広
報
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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進

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。（これまでの議
会も視聴できます。）

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

山形市子どもの受動喫煙防止条例を制定
議会提出議案

令和３年３月１日から施行

　本市議会では、受動喫煙による健康への悪影響から子どもを保護するための環境を整える
ことにより、子どもの心身の健やかな成長と、現在および将来の市民の健康で快適な生活の
維持を図ることを目的に「山形市子どもの受動喫煙防止条例」を、令和２年１０月２日に議会
案として上程し、全会一致で可決しました。

山形市子どもの受動喫煙防止条例（主な内容）
・市は、子どもの受動喫煙を防止するため、環境の整備に関する総合的な施策の策定や実

施する責任があります。

　また、受動喫煙の有害性、禁煙の効果、禁煙治療に関する知識の普及や意識の啓発その

他の必要な施策を行います。

・市民は、受動喫煙による健康への悪影響に関する理解を深め、子どもの受動喫煙防止に

努めなければなりません。

・事業者は、管理する施設において、子どもの受動喫煙を未然に防止するために必要な措

置や、市が実施する子どもの受動喫煙防止に関する施策に協力するよう努めなければな

りません。

・喫煙をしようとする者は、子どもが同乗している自動車内や公園など

で子どもの受動喫煙防止に努めなければなりません。

　　　　※罰則はありません。

　　　　※条例全文は市議会ホームページをご覧ください。

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ

教えて！！教えて！！ 　山形市では定例会を３月・６月・９月・１２月の年４回開催しているけど、それ

以外の時期に開催する会議を臨時会と呼んでいるよ。臨時会は、大きな災害など

特に緊急の事案が生じた時に、議会の議決がないと事業が進められない場合など

に開催されるよ。

　令和２年は、新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算などを審議する

臨時会を４月２７日、５月８日、７月２２日に開催したよ。

A

Q 臨時会ってなんだベニ？
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